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研究成果の概要（和文）：エコチル調査千葉ユニットセンターにて追跡調査をしている児を対象とし、1.5歳、3
歳、5歳時のbody mass indexより肥満高リスク児と肥満低リスク児を抽出した。高リスク群、低リスク群各5名
について、臍帯血清マイクロRNAの網羅的解析を行ない、存在量に差のあるマイクロRNAを10個選択した。次に、
高リスク群、低リスク群各33名について、これらのマイクロRNAを定量し、比較した。肥満高リスク児と肥満低
リスク児では、臍帯血における5つのマイクロRNAの発現量に差が認められた。

研究成果の概要（英文）：We investigated umbilical cord serum microRNA (miRNA) profiles to identify 
biomarkers of a risk for obesity later in life. Participating children were divided into high- and 
low-risk groups of obesity based on the timing of adiposity rebound and the body mass index (BMI) at
 5 years and randomly selected from each group for this study. 3D‐Gene Human miRNA Oligo Chip was 
performed using cord serum in five children of both groups. The most relevant miRNAs were confirmed 
in 33 children of the groups using TaqMan microRNA assay. We detected five cord serum miRNAs 
differentially expressed in children at high risk of obesity compared with the levels in children at
 low risk, namely, miR-516-3p and miR-130a-3p with increased levels and miR-1260b, miR-4709-3p, and 
miR194-3p with decreased ones. This study provides the first identification of altered umbilical 
cord serum miRNAs in childhood obesity.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
近年、小児肥満が増加しており、世界的な問題となっている。小児肥満は成人期の肥満、メタボリック症候群の
発症に関与しており、小児肥満の予防は重要な課題である。本研究では、臍帯血のマイクロRNA解析を通して、
小児肥満のリスク因子となる新たなバイオマーカーを探索した。肥満高リスク児と肥満低リスク児では、5つの
マイクロRNAの発現量に差が認められた。これらのマイクロRNAは小児肥満に関連する可能性がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
小児肥満は世界的に増加しており、深刻な社会問題になっている。小児肥満は、成人の肥満に

関与し、さらに将来のメタボリック症候群や心血管病の発症基盤となっている。将来的にメタ

ボリック症候群や心血管病の発症を抑制するためには、より早期の肥満リスク診断の開発が重

要である。マイクロ RNA	は、約 20	塩基長の非常に小さい非コード RNA	で遺伝子の転写後発現

調節に関与している。現在、ヒトには 2600	種類以上のマイクロ RNA	が存在すると考えられて

いる。ここ数年、血液など体液中のマイクロ RNA	は様々な疾患の有用な非侵襲的バイオマーカ

ーとして非常に注目されている。	

 
２．研究の目的 
本研究では、臍帯血のマイクロ RNA	解析を通して、小児肥満のリスク因子と	

なる新たなバイオマーカーを探索した。	

 
３．研究の方法 
エコチル調査千葉ユニットセンターにて追跡調査をしている児を対象とし、1.5	歳、3	歳、5	

歳時の body	mass	index	より肥満高リスク児と肥満低リスク児を抽出した。高リスク群、低リ

スク群各 5	名について、	3D-Gene®	HumanmiRNA	Oligo	Chip	を用いて臍帯血清マイクロ RNA	の

網羅的解析を行ない、存在量に差のあるマイクロ RNA	を 10	個選択した。次に、高リスク群、

低リスク群各 33	名について、これらのマイクロ RNA	を TaqMan®	microRNA	assay	を用いて	

定量し、比較した。	

	
４．研究成果	

肥満高リスク児 33	名と肥満低リスク児の臨床像を表１に示す。	

表１:	肥満高リスク群と肥満低リスク群の臨床像	

	 肥満高リスク群	 肥満低リスク群	 p-value	

	 n=33	 n=33	 	

女性,	%	 64	 61	 	

妊娠前母の BMI	(kg/m2)	 23.3±3.9	 21.2±2.3	 0.0116	

妊娠中の母の体重増加量(kg)	 8.0±4.7	 11.7±3.6	 0.0011	

妊娠週数(weeks)	 38.8±1.3	 38.9±1.2	 0.7036	

分娩時の母年齢(years)	 33.0±3.9	 34.6±5.0	 0.1574		

出生体重	(g)	 3073±420	 3042±268	 0.7326	

出生身長	(cm)	 48.6±2.1	 48.8±1.4	 0.7362		

1.5 歳時 BMI	(kg/m2)	 16.6±1.5	 26.5±0.9	 0.9508	

3 歳時 BMI	(kg/m2)	 17.7±1.0	 15.7±0.7	 6.54E-12	

5 歳時身長	(cm)	 107.5±4.4	 106.6±4.7	 0.4483		

5 歳時体重	(kg)	 22.1±2.0	 17.5±1.7	 3.77E-14	

5 歳時 BMI	(kg/m2)	 19.1±1.5	 15.4±0.5	 3.01E-16	

数値は、平均	±	標準偏差を示した。p	値は Welch の t 検定から算出し、0.05	未満は太字で表

示した。	



肥満低リスク児と比較し、高リスク児では、臍帯血における、miR-516-3p、miR-130a-3p の存在

量が増加していた。また、	miR-1260b、miR-4709-3p、miR194-3p	の存在量が低下していた（図

1）。	

図１：肥満高リスク群、低リスク群各 33 名の臍帯血における 6	つの候補	miRNA	の発現レベル	

 
肥満高リスク群は high-risk、肥満低リスク群は low-risk と示した。グループ間を比較するた

めに、分布に従って t 検定または Wilcoxon の順位和検定を施行し、p<0.05=*、p<0.01=**、	

p<0.001=***で表示した。	

肥満高リスク児と肥満低リスク児では、臍帯血における 5 つのマイクロ RNA の発現量に差が認

められた。これらのマイクロ RNA は小児肥満に関連する可能性がある。	
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